
1978年出上の木簡

山
形
・
堂
の
前
遺
跡

１

所
在
地
　
　
　
山
形
県
飽
海
郡
八
幡
町
法
連
寺

２

調
査
期
間
　
　
一
九
七
八
年

（昭
５３
）
八
月
？
九
月
…
第
六
次
調
査

３

発
掘
機
関
　
　
山
形
県
教
育
委
員
会

４

調
査
担
当
者
　
佐
藤
庄

一

５

遺
跡
の
種
類
　
不
明

６

遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
後
半

７

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

堂
の
前
遺
跡
に
つ
い
て
は
、

一
九
七
四
年

（昭
和
４９
）
以
来
、
八
次
に
わ
た
る

発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
遺
跡
の
範
囲
、
性
格
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
未

だ
判
明
し
て
い
な
い
。

木
簡
は
第
六
次
調
査
で
三
点
出
土
し
て
い
る
。
三
点
の
木
簡
は
Ｓ
Ｘ
３
の
大

藩
か
ら
出
上
し
た
。
Ｓ
Ｘ
３
は
自
然
の
河
川
と
も
思
わ
れ
る
が
、　
一
部
人
工
も

加
え
ら
れ
て
お
り
、
性
格
は
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
。
溝
内
か
ら
は
、須
恵
器
、

黒
色
土
器
、
赤
色
土
器
な
ど
が
伴
出
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
遺
物
か
ら
お
よ
そ

平
安
時
代
と
考
え
ら
れ
る
。

８

木
簡
の
釈
文

・
内
容

三
点
の
本
簡
に
は
、
い
ず
れ
も

山
口
縄
急
々
如
律
令

の
八
字
が
縦
書
き
さ
れ
て
お
り
、
筆
跡
も
全
て
同

一
人
物
の
手
に
な
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。
二
・
三
宇

目
の
日
と
縄
は
戸
と
縄

の
合
わ
せ
文
字
の
よ
う

に
み
え
る
が
、
二
文
字

で
蛇
を
意
味
す
る
。
形

は
、
上
端
を
山
形
に
削

ぎ
、
下
端
も
鋭
く
尖
ら

せ
て
い
て
、
三
点
と
も

ほ
ぼ
相
似
形
を
呈
し
て

い
る
が
、
長
さ
は

一
定

し
て
お
ら
ず
、
最
大
で

現
存
長
五

一
飢
、
最
小

で
全
長
三
二
ｍ
を
測
る
。

９

関
係
文
献

山
形
県
教
育

　
「
堂
の
前
遺
跡
六

委
員
会
　
　
　
料
」

七
次
発
掘
調
査
説
明
資

一
九
七
八
年

（尾
形
興
典
）

41


